
 1 

令和７年８月教育委員会定例会議事録 

 

 １ 日時 令和７年８月５日（火） 午後１時 30 分から 

 

 ２ 場所 鈴鹿市役所 本館 11 階 教育委員会室 

 

 ３ 出席 教育長 （廣田隆延） 

      教育委員会委員（笠井智佳、松嶌康博、服部直美、加藤貴也） 

 

 ４ 議場に出席した職員 

  教育委員会事務局教育次長（永井洋一）、教育委員会事務局参事（磯部仁）、参事兼教育

総務課長（横木一郎）、参事兼教育政策課長（白木敏弘）、参事兼学校教育課長（藤見忠）、

教育指導課長（上田由実子）、教育支援課長（鈴木康仁）、書記（木葉健介）、書記（久

住孝大） 

 

 ５ 報告事項 

 （１）学校再編準備委員会の進捗状況について           （教育政策課） 

 （２）令和７年度（2025 年度）児童生徒数・学級数の推計（20 年推計）について 

（教育政策課） 

 （３）令和７年度鈴鹿市立幼稚園の修了証書授与式及び鈴鹿市立小中学校の卒業証書授 

与式について                       （教育指導課） 

 （４）令和８年度鈴鹿市立幼稚園の入園式及び鈴鹿市立小中学校の入学式について 

（教育指導課） 

 

 ６ その他 

 （１）令和７年９月教育委員会定例会の開催について        （教育総務課） 

 

 ７ 傍聴人 １名 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（教育長）皆様、こんにちは。定刻となりましたので、ただ今から令和７年８月教育委員会

定例会を開催します。本日の議事録署名委員は、笠井委員にお願いいたします。 

 

（教育長）それでは、報告事項に入ります。報告事項１番目の「学校再編準備委員会の進捗

状況について」をお願いいたします。 

 

（参事兼教育政策課長）それでは、報告事項の１ページを御覧ください。「学校再編準備委員
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会の進捗状況について」でございます。天栄小学校の開校に向けた準備委員会の進捗状況

を報告いたします。１の「部会の開催状況」でございますが、まず、（１）の通学・安全部

会の第５回を７月１日に開催し、スクールバスに関するこれまでの経緯、運行業務委託の

受注者、説明会及び試乗会の実施、乗降管理システム、添乗員、乗降場所の標識等につい

て説明いたしました。主な意見といたしましては、添乗員の同乗や乗降管理システムの導

入を求めるものが多くありました。添乗員については、現在も児童の通学の様子を普段か

ら見守っていただいている地域の方にお願いして担っていただくことが、こどもたちや保

護者にとって安心感が得られるのではないかという想いから、地域のボランティア等に同

乗していただく提案をいたしましたが、乗車中に発生するトラブルへの対応が必要など、

地域ボランティアの同乗は難しいという意見が出されました。また、スクールバスの発車・

到着を天栄小学校に変更できないかという意見や、乗降管理システムが使用できるのであ

れば、期間を限定した添乗員の乗車でよいという意見もございました。さらに、乗降場所

の標識についての意見もあり、地域での検討をお願いいたしました。これらの意見を踏ま

えまして、対応方法について、検討をしてまいります。 

続きまして、（２）の総務部会の第９回を７月４日に開催いたしました。校章のデザイン

案について、合川・天名・郡山の３小学校の児童を対象に募集し、全部で 48 点の応募があ

り、委員からの意見をもとに、５点を選定いたしました。この５点のデザイン案の校正を

お願いするとともに、新たなデザイン案の作成についても、飯野高等学校に依頼をさせて

いただき、９月上旬には、校章のデザイン案が、全て揃い、その後、児童の投票を実施す

る予定でございます。また、閉校式につきましては、案内チラシの原案を提示し、説明を

行いました。次に２の「今後の会議の開催予定」でございますが、（１）の代表者会議の第

４回を８月 28 日に、開催する予定でございます。２ページを御覧ください。（２）の総務

部会の第 10 回を９月８日に、（３）の総務部会の第 11 回を９月 29 日に、それぞれ開催す

る予定でございます。これ以外の会議につきましては、現時点では開催が決まっておりま

せんが、必要に応じて、その都度開催してまいりたいと考えております。次に、記載はご

ざいませんが、合川小学校及び天名小学校の跡地・跡施設の利活用に関するサウンディン

グ型市場調査につきまして、庁内での調整等を終え、７月 16 日から実施要領の公表をして

おります。現在は、現地説明会及び事前説明会の申込みを受け付けているところでござい

まして、申込者を対象にした現地説明会及び事前説明会を８月 21 日に行う予定としており

ます。その後は、提案内容を踏まえた対話の実施を予定しており、結果の公表につきまし

ては、11 月頃にできるよう進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

（教育長）ただ今の報告に御質問、御意見がございましたらお伺いしたいと思います。 

 

（加藤委員）スクールバス利用は、県外など他の様々なところであると思うのですが、運用

例などは共有されているのでしょうか。トラブルやこういう風にした方が良いなど、色々
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と御検討いただいているところですが、本市の関係者だけですと初めてのことですので、

他の地域のことで参考にできることもあるのではないかと思います。 

 

（参事兼教育政策課長）他市町の先行事例の参考として、添乗員に関しましては、県内他市

町においてスクールバスでは添乗員が乗っていない状況で運行していると聞いております。

また、乗降管理システムについても導入していないところが多く、本市にとっては初めて

のスクールバスの導入になりますので、期間を限定するかもしれませんが、添乗員の乗車

や乗降管理システムを導入していく方向で現在調整させていただいているところでござい

ます。 

 

（松嶌委員）毎回のことになりますけれども、あらかじめ想定していた課題以外のところで、

何か新たな課題として出てきたところはありますでしょうか。 

 

（参事兼教育政策課長）今回、こどもたちから校章のデザイン案を募集させていただいたの

ですが、校名募集の時は結構な数の応募があったのですが、校章のデザインとなると、な

かなかこどもたちにとって難しい部分もあるのかなと思い、どのくらいの応募数が出てく

るか想定できない状況で進めていたのですが、３校の小学校のこどもたちから 48 点のデザ

イン案が出されたということで、かなり多くの応募をいただいたと感じております。 

 

（服部委員）定期的に部会の方も開いていただいて、着々と進んでおられることがよく分か

ります。「天栄小学校」の開校に向けて、元校長先生の方が、郡山と天名と合川の３校を回

り、いろいろなことを調整していただいているとお聞きしています。その方の役割や、い

てくださることでどのような良さがあるかなどを教えていただけますでしょうか。 

 

（教育指導課長）再編コーディネーターとして、郡山小学校に籍を置いて、天名小学校、合

川小学校に巡回していただいているような形です。再編に向けて、こちらが想定している

よりも本当に細かい部分、例えば「図書館の本をどうするか。どのようにしていくか。」、「指

導要録をどのようにしていけばいいか。」など、各校の様子や現状を踏まえて、「こうして

いったら良いのではないか。」という形で一つになるようにまとめてもらっているところも

あります。また、こどもたちが安心して「天栄小学校」へ行けるようにするために、各学

校のこどもたちの様子をしっかり把握していただき、こどもたちが交流会などで楽しく参

加してもらうための役割を担っていただいております。 

 

（服部委員）俯瞰した目で元校長先生に見ていただけるというのは、とても心強いことです

し、開校に向けて必要なことであると思います。是非スムーズに進むように今後も御協力

いただけるとありがたいと思っています。 
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（教育長）合川小学校、天名小学校、郡山小学校のこどもたちにとって良かったと思えるよ

うな形で統合が進められるように、非常に大切な役割を担っていただいており、本教育委

員会としましても、とても心強い存在となっています。 

 

（教育長）それでは、御意見もないようですので、次の報告事項に移ります。報告事項２番

目の「令和７年度（2025 年度）児童生徒数・学級数の推計（20 年推計）について」をお願

いいたします。 

 

（参事兼教育政策課長）それでは、報告事項の３ページを御覧ください。「令和７年度児童生

徒数・学級数の推計」いわゆる「20 年推計」でございますが、教育委員会ウェブサイト上

で、公表をしております。上段が小学校、下段が中学校のそれぞれ普通学級の児童生徒数

と学級数を年度ごとに記載しています。左端にあります令和７年度は実績値で、その右の

令和８年度から右端の令和 27 年度までが推計値を記載しています。小学校は、令和８年度

から令和 13 年度まで、中学校は、令和８年度から令和 19 年度までそれぞれ太枠で囲んで

ありますが、これは、住民基本台帳上の既に生まれているこどもの数を考慮した数値に置

き換えております。また、各年度の学校の規模により色分けをしています。上部の欄外に

記載しておりますとおり、黄色が過大規模校、水色が大規模校、白色が適正規模校、緑色

が小規模校、オレンジ色が過小規模校をそれぞれ表すとともに、複式学級が発生する年度

は、赤枠で囲んでいます。まず、令和７年度の小学校の状況でございますが、普通学級の

児童数は、全体で 8,618 人であり、昨年度と比較して、335 人減少しています。学校規模は、

適正規模校が９校、小規模校が 18 校、過小規模校が合川小学校の１校、大規模校は、旭が

丘小学校、玉垣小学校の２校で、過大規模校に該当する学校はございません。また、中学

校の状況でございますが、普通学級の生徒数は、全体で 4,610 人であり、昨年度と比較し

て、172 人減少しています。学校規模は、中学校 10 校の全校が適正規模校でございます。

続いて、令和８年度以降でございますが、まず、小学校では、庄内小学校が、令和 11 年度

に過小規模校となり、複式学級が発生する見込みに変わりありません。また、中学校では、

鈴峰中学校が、令和９年度に８学級となり、小規模校となる見込みに変わりはありません。

なお、小規模校の中でも、１学級あたりの児童生徒数にはばらつきがあるため、今後の住

宅開発や世帯の転入・転出など、児童生徒の数名の増減によって、学級数が増減する可能

性が十分ございます。説明は、以上でございます。 

 

（教育長）ただ今の報告に御質問、御意見がございましたらお伺いしたいと思います。 

 

（笠井委員）私からは、２点質問させていただきます。想定よりも減少率が高いと見込まれ

る地区がありましたら教えていただきたいのが、まず１点目の質問です。もう１点の質問
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ですが、令和８年４月に「天栄小学校」が開校ということで合算した数値で出していただ

いていますが、そこから令和 14 年４月に義務教育学校の開校が予定されており、いわゆる

モデル的な学校になった場合には、他市町からの流入が想定されるかもしれませんが、こ

の集計の中には組み込まれていないという認識でよろしいでしょうか。別に推測を立てて

いる数値などがあれば教えていただけましたらと思います。 

 

（参事兼教育政策課長）児童生徒数の数が全体的に想定よりも下回り、減少率が高くなって

きております。地区ごとにということになると、想定の話にはなってきますが、やはり西

部地域などが減少してくるのではないかと考えております。もう１点の義務教育学校の御

質問についてですが、こちらに関しましては、他市町からの流入というところは想定には

入っておりません。市内であれば通学できることにもなっておりますので、そちらの方で

どれぐらい来るか、まだ読めていないところはありますが、若干名であるかと考えており

ます。 

 

（笠井委員）今後もこういった集計をされるかと思いますので、その際にも教えていただけ

ましたらと思います。 

 

（教育長）減少幅が非常に大きいということでは、平成27年頃がピークであったと思います。

約１万８千人以上いた児童生徒がこの 10 年で約５千人近い数で減っている。10 年後には、

約３千人減って 1万人を切ってくるというぐらい極端な減り方をしてきている状況です。 

 

（松嶌委員）想定よりも減少幅が大きくなってきているというのは、転出の増加によるもの

が大きいのでしょうか。それとも、推計値の掛け率がそもそも小さかったという話なのか、

どこに要因があると考えていますか。 

 

（参事兼教育政策課長）市外への転出などは、それほど極端ということではないと思います。

やはり、少子化の関係で出生率も下がっていることが要因であると思います。また、以前

は住宅開発などでそれほど減少していなかったのですが、住宅開発などが少なくなってき

て数が減っているというのが、想定よりも減少幅が大きくなってきたところが現状でござ

います。 

 

（松嶌委員）毎年、推計値に開きが出てくるということになると、再編のスケジュールに関

係してくるので、気を付けた方がいいと思います。 

 

（参事兼教育政策課長）そこに関しましては、赤枠にてお示ししているように、複式学級が

発生するかどうかをこの推計に出る前に想定し、来年度はどうなるかということを推測し
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ながら、準備の方を進めていきたいと考えております。 

 

（教育長）伊賀市では、十数年前までは小学校が 20 校ほどあったのですが、再編計画では半

分程に減らしていくとのことで、人口減少が極めて速く進んでいるようです。本市は近隣

市の減少率と比べるとそれほどではありませんが、それでもやはり、委員方がおっしゃっ

たように、将来を見ながら進めていかないといけないと考えております。 

 

（加藤委員）伊賀地域では 15 年後には高校も２校規模になるぐらい人口減少が激しい状況で

す。そこでは、早めに方向性を考えていく必要があり、それが市の魅力にも繋がっていく

と思います。こういった議論の中で大事なのが、ソフト面とハード面をどう分けて考える

かということです。ハード面のことばかり考えると「この小学校を残さないといけない。

建物を残さないといけない。」という議論になりがちですが、そうではなく、その地域にい

るこどもたちにとって、どういう教育を提供し、どのような人材になってほしいか、どう

いう充実した教育環境を整えていくかというソフト面や機能が大切ですので、校舎や建物

を残すかどうかということだけではなく、ソフト面とハード面を分けて早めに検討してい

く必要があると思います。 

 

（教育長）新聞報道にもありましたが、鈴鹿亀山地域における高校再編について、現在の５

校を亀山市１校、鈴鹿市２校の合計３校とする再編案が出されました。 

 

（加藤委員）一定数の減少は 10 年、15 年後には避けられない現実であるので、子育てやこど

もたちの教育についてどのようにしていくかを早めに考えておかないと、結局ハード面を

残すか残さないかという議論になり、本末転倒なところがあるので、可能な限り早めに議

論ができればと思います。 

 

（教育長）それでは、御意見もないようですので、次の報告事項に移ります。報告事項３番

目の「令和７年度鈴鹿市立幼稚園の修了証書授与式及び鈴鹿市立小中学校の卒業証書授与

式について」をお願いいたします。 

 

（教育指導課長）それでは、私からは報告事項の３番目「令和７年度鈴鹿市立幼稚園の修了

証書授与式及び鈴鹿市立小中学校の卒業証書授与式」につきまして、説明申し上げます。

４ページを御覧ください。公立幼稚園の修了証書授与式期日につきましては、令和８年３

月 23 日（月）午前 10 時、会場は、各幼稚園となっております。小学校の卒業証書授与式

期日は、令和８年３月 19 日（木）午前 10 時、会場は各小学校となっております。中学校

の卒業証書授与式期日は、令和８年３月６日（金）午前 10 時、会場は、各中学校となって

おります。なお、開式時刻につきましては、一部の幼稚園・小中学校で変更となる場合が
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ございます。教育委員の皆様の御参列につきましては、日程が近づきましたら、改めてお

知らせいたします。以上で報告とさせていただきます。 

 

（教育長）ただ今の報告に御質問、御意見がございましたらお伺いしたいと思います。 

 

（教育長）それでは、御意見もないようですので、次の報告事項に移ります。報告事項４番

目の「令和８年度鈴鹿市立幼稚園の入園式及び鈴鹿市立小中学校の入学式について」をお

願いいたします。 

 

（教育指導課長）続きまして、報告事項の４番目「令和８年度鈴鹿市立幼稚園の入園式及び

鈴鹿市立小中学校の入学式」につきまして、説明申し上げます。５ページを御覧ください。

幼稚園の入園式期日につきましては、令和８年４月 10 日（金）午前 10 時、会場は、各幼

稚園となっております。小学校の入学式期日は、令和８年４月９日（木）午前 10 時 30 分、

会場は、各小学校となっております。中学校の入学式期日は、令和８年４月９日（木）午

後１時 30 分、会場は、各中学校となっております。なお、開式時刻につきましては、一部

の幼稚園・小中学校で変更となる場合もございます。以上で報告とさせていただきます。 

 

（教育長）ただ今の報告に御質問、御意見がございましたらお伺いしたいと思います。 

 

（教育長）それでは、御意見もないようですので、その他事項に移ります。「令和７年９月教

育委員会定例会の開催について」をお願いします。 

 

（参事兼教育総務課長）令和７年９月教育委員会定例会でございますが、令和７年９月 16 日

（火）午後４時から教育委員会室において、開催したいと存じます。 

 

（教育長）ただ今の提案に、御異議ございませんでしょうか。 

 

（委員一同）異議なし 

 

（教育長）御異議がないようですので、令和７年９月教育委員会定例会を令和７年９月 16 日

（火）午後４時から教育委員会室において、開催することにいたします。 

 

 

 

  ８月教育委員会定例会終了 午後１時 57 分 
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                  以上会議の顛末を録し、ここに署名する。 

 

                  教育長   廣田 隆延  

 

                  委 員   笠井 智佳 


